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ロコモコーディネーター資格取得研修会の周知のお願い

謹啓 時下ますますご健勝のこととお慶び申し上げます。

全国ス トップ・ザ・ロコモ協議会 (SLOC)は 、広 く一般市民に対 し、運動器症候群 (ロ

コモティブ 0シン ドローム :運動器の障害により、要介護の状態 となること又は要介護 と

なる危険性の高い状態 となること。以下 「ロコモ」とい う。)の啓発及び予防 0早期発見・

早期治療の促進に関する事業並びにロコモの予防・治療に携わる各職種に従事する人々に

対 して、能力向上の支援に関する事業を行い、もって国民の健康及び医療の増進に寄与す

ることを目的として、平成 25年に設立された認定 NPO法人です。

これに伴い、本法人は、行政 とも連携を行えるよう、ロコモの認知度向上のための啓発

活動及びロコモの予防活動並びにロコモの予防体操 (ロ コ トレ)の指導等を行 う者の質的

向上を図るために、資格認定制度を設けています。

この度、2024年からは、薬剤師、管理栄養士も認定対象者に加わ りました。

つきましては、別添のごとく、全国の医療関係者・介護関係者を対象に第 21回 ロコモコ

ーディネーター資格取得研修会を開催 しますので、本研修会の主旨にご賛同いただけまし

たら、貴会会員への周知をお願いできれば幸甚です。

書面にて恐縮ではございますが、何卒ご検討のほどお願い申し上げます。

敬具



第 21回 ロコモコーディネーター資格取得研修会のご案内

1.趣旨目的 :

認定 NPO法人全国ストップ・ザ・ロコモ協議会では、ロコモティブシンドロームに対

する体操指導などを担う人材を、「ロコモコーディネーター」として認定する制度を平成
26年から運営しています。

認定対象者は、医療系資格として、保健師、看護師、准看護師、理学療法士、作業療法

士、日本運動器科学会が実施する運動器 リハビリテーションセラピス ト研修認定を受け

た者、介護系資格として、主任ケアマネージャー、5年以上の実務経験を有する介護福祉

士としています。

令和 6年度からは、薬剤師、管理栄養士も認定対象者に加わりました。

今回は、第 21回資格取得研修会を実施いたします。

これらにより、医療機関、介護施設、薬局、在宅、地域の場等での介護予防活動が可能

となり、もって国民の健康寿命の延伸に寄与できると考えています。

2. 日    日寺 :令和 7Z年11月 26 日 (日 )09:00～ 16:30

3.プログラム :

09:00～ 10:00 「運動器について」

講師 :しんとう整形外科・ リウマチクリニック 神藤 佳孝

10:00～ 11:00 「ロコモの背景/子 どもロコモ」

講師 :三階堂医院 三階堂 元重

11:00～ 12:00 「ロコモに関する疾患の予防と治療」

講師 :医療法人昭和 原田整形外科病院 原田 昭

12:00～ 13:00   休憩、

13:00～ 14:00 「ロコモの基本、ロコチェック・ ロコモ度テス ト、

ロコモ度 102・ 3」

講師 :医療法人社団順公会 佐藤整形外科 佐藤 公一

14:00～ 15:00 「介護保険のしくみと医療介護の連携」

講師 :林整形外科 林 承弘

15:00ハV16:00 「ロコモコーディネーターの仕事と安全管理」

講師 :医療法人誠樹会宮田医院 官田 重樹

16:00～ 16:30   試験



4.場 所 :ウ ェブ形式

5.主 催 :特定非営利活動法人 全国ス トップ 0ザ・ロコモ協議会 (SLOC)

6。 後 援 :公益社団法人日本薬剤師会

7.受講料 :5千円 (教科書代金及び教科書配送代金含む)

8.定 員 :180名

9.企画運営 :ロ コモコーディネーター研修会事務局
=〒=104‐0041

東京都中央区新富 2‐ 4‐ 14 新富田所ビル 4階
一般社団法人会議支援センター

* 1単位 50分、計 6単位のオンライン研修講演受講修了後、試験を実施。

合格者には認定証を授与、名簿管理は全国ス トップ・ザ・ロコモ協議会で行い、資格

の継続は 5年間としています。

* 受講費用は、申込時にクレジット決済にて申し受けます。

* 申込方法は、全国ス トップ・ザ 0ロ コモ協議会 ウェブサイ ト内 「ロコモコーディネー

ター専用ページ /お 知 らせ欄」にて詳細をご確認いただいた上で 「事前登録オンライ

ンフォーム」に必要事項を入力 してお申込下さい。

*  申込期間 2024年 12月 2日  (月 )10:00へ′2025年 1月 20日  (月 )17:00

* 第 21回ロコモコーディネーター資格取得研修会の申し込みは、次のQRコードから

お手続きいただけます。



(参考資料 1)

ロコモティブシンドロームとは

ロコモって何 ?

ロコモ (ロ コモティブシンドローム :運動器症候群)と は、「立つ」「歩く」といった機

能 (移動機能)が低下している状態のことをいいます。要支援・要介護になった原因の 24.8%

を占めており、ロコモが進行すると、将来要介護が必要になるリスクが高くなります。ま

た、ロコモ対策としては、若い頃からの運動習慣や生活習慣が関係することが知られてい

ます。

超高齢社会の日本において、ロコモティブ 0シ ンドローム (ロ コモ)、 フレイル、サル

コペニアは要介護状態への重要な要因とされています。ロコモは運動機能の低下を引き起

こす身体的フレイルにあたりますが、子どもを含めた全年齢層を対象としているのが特徴

です。

特に、「要支援」の主な原因として、骨折や転倒を含む運動器関連疾患が 34%を 占めて

おり、健康で自立した生活を送るための健康寿命を延ばすには、ロコモの予防が不可欠で

す。

令和 6年度から始まる「健康日本 21(第二次)」 計画では、ロコモの減少を目標とし、

足腰の痛みを訴える高齢者の数を指標に設定し、その数の減少を目指しています。

さらに、骨粗髪症検診の受診率向上も日標に掲げられており、骨粗愁症検診の普及と受

診率の向上に向けた取り組みが進められています。

このように、政府は健康寿命を延ばすための運動器対策を重視しています。

本法人も、ロコモ予防の普及と啓発活動を精力的に続けていく予定です。



(参考資料 2)

認定特定非営利活動法人全国ス トップ・ザ・ロコモ協議会の概要

特定非営利活動法人全国ス トップ・ザ 0ロ コモ協議会は、平成 25年 (2013年)1月 15

日に「広 く一般市民に対 し、運動器症候群 (運動器の障害により、要介護の状態となること

又は要介護 となる危険性の高い状態となること。以下「ロコモ」とい う。)の啓発及び予防 0

早期発見・早期治療の促進に関する事業並びにロコモの予防・治療に携わる各職種に従事す

る人々に対 して、能力向上の支援に関する事業を行い、もって国民の健康及び医療の増進に

寄与する」ことを目的に設立され、平成 31年 1月 7日 には、これまでの活動に対 して、よ

り公益性の高い認定 NPO法人 として、東京都から認定を受けました。

個人会員のほとんどは、整形外科医師で構成 されています。

なお、事務取扱は一般社団法人 日本臨床整形外科学会内において、実施 してます。

◇名   称 特定非営利活動法人全国ス トップ 0ザ・ ロコモ協議会

( Japan Stop the Locomo Council。  略称 :SLOC )

◇設   立 2013(平成 25)年 1月 15日

(2019(平成 31)年 1月 7日

2024(令和 6)年 1月 7日

認定 NPO法人に認定、

認定 NPO法人の認定更新 )

◇所 在 地 〒110‐ 0016東京都台東区台東 4丁 目 26番 8号

御徒町台東 ビル 6階
7「

EI」 :03‐ 3839‐ 5363  FIハ LX:03‐ 3839‐ 5366

O,t-ax-Y https://sloc.or.jp/

OB-ma i I office@jcoa.sakura.ne.jp

◇理 事 長   林 承弘 (林整形外科院長)

◇会 員 数   101名 (令和6年 10月 1日 現在)

① ロコモに関する普及広報事業

② ロコモに関する教育研修事業

③ ロコモ関連用品の販売

④ ロコモに関する情報の収集及び出版等情報提供事業

⑤ 国内外のロコモに関連する団体との連絡提携及び調整

■ ■

■

◇事 業 内容



●ロコモコーディネーター制度について

2017年 3月 までに要支援対象者に対する介護予防サービスが市町村事業に完全移行し、各自治体では□
コモ予防体操の住民への普及啓発を目的に、地域の民生委員や老人会役員などボランティアを対象に、現場
で直接体操等を指導する「指導員・普及員」を独自に養成。幅広い高齢者層を対象に地域サロンで運動器機能
向上を図る支援活動を展開しています。

SLOCは、今後ますます重要となる介護予防事業において自治体と連携し、安全かつ医学的根拠に基づい
たロコモーシヨントレーニング(以下ロコトレ)を指導・実践する有資格者「ロコモコーディネーター」の養成を
行つています。

主な活動内容は、現場でのロコトレ指導、自治体からの要請によリボランテイア養成講座の実施、市民公開
講座講師などです。

●資格制度の対象職種
(1)医療機関、介護施設又は地域包括支援センター等に所属している次の者

ア 保健師、看護職員、P丁、O丁又は日本運動器科学会認定セラピスト
イ 常勤専従として5年以上従事した経験を有する介護福祉士又は主任ケアマネージャー

の資格を有する者で理事長が認めた者
(2)薬剤師又は管理栄養士で理事長が認めた者

*2024年 4月 より

(職 種 ) (所 属 )

主任ケアマネ

ロコモコーディネーター制度

その他 1名

准看置師 2そ の他・不曝

協:16
セラビス ト

保健師

OT

介護複社士

看霞師

PT
l′34gML

48.69イb
病院・

1′586名

68.791b

諦 2′428名
菫露資格者ノ141名
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  (2023年 12月現1在)

(2023年 12月二見イ
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●資格取得の方法
・資格取得研修会の受講および当該研修会終了後の試験合格 (下枠①②参照)

・ロコモコーディネーター資格審査申請書
・資格証明及び勤務実績証明の書類等

SLOCホームページより抜粋
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①資格取得研修会(講演受講 計6時間 *1単位50分、計6単位)

(1)運動器とは、(2)ロコモの背景、(3)ロコモに関与する疾患、(4)ロ コモ・ロコチェック、(5)ロコ

トレ・ロコトレにおけるリスク管理、(6)介護保険の仕組みと医療介護の連携
②試験(研修会終了後、30分 )

6.796

9.1%



●資格継続について

ロコモコーディネーターは、認定後の資格継続のために5年間に5単位以上の実践活動が求め

られますが、実地で活躍する場はまだ限られているのが現状です。
そこで資格取得者の研修及び資格維持の機会増大を図る目的に、これまでの実地活動に加え

各都道府県の臨床整形外科医会、地域医師会等が主催または共催する「ロコモに関する講演会」

を受講することで認定単位とすることにしています。

【ロコモコーデイネーター資格継続のための活動実績要件】

1.実地 活 動             *5年 間で5単位、このうち実地活動を1単位以上とする。

1)内容
ア)地域サロンにおけるロコモ啓発・ロコトレ指導、補助

イ)普及員・指導員養成講座実施

ウ)市民公開講座講師など

2)資格継続申請者は活動実績報告書に記載する。

3)実地活動1回につき、1単位とする。

資格継続証

2.「ロコモ に関する講演会 」受講

1)内容 :各県COA等又は地域医師会等が主催、共催する「ロコモ」に関する内容の講演会

2)単位申請期限 :開催1か月前

3)単位申請方法

ア)主催者は下記申込書をダウンロードの上、必要事項記入し、下記ロコモコーデイネーター研修会

事務局まで送付。総務委員会で認定後、SLOC HP「 ロコモコーデイネーター専用ページ」に掲載

し広報する。
イ)受講証明書:主催者は受講証明書(受講者保存用)を 当日会場入口で受講者に発行する。

ウ)資格継続申請者は活動実績報告書に内容を記載し、申請時受講証明書を添付する。

工)講演単位について

(¬ )原則として1講師・1演題・1時間を「¬単位」とし(質疑応答の時間を含む)2単位までとする。

(2)30分 2演題は「1単位」とする。

(3)特例として40分3演題で「2単位」を認める場合がある。(ただし同一カテゴリーに限る。)

K ●●スト
".'ロ

コモ

認定NPO法人 全国スト

SLOC(エスロック)と い
ップ・ザ・ロコモ協議会 Japan stop the Locomo CounCit略 して

います。詳細・問い合わせはSLOCホームページまたは下記連絡先まで。

認定NPO法人 全国ストツプ・ザ・ロコモ協議会

事務局
(一般社団法人日本臨床整形外科学会事務局)

〒110-00¬ 6東京都台東区台東4-26-8
御徒町台東ビル6階
TEL:03-3839-5363
Mall:office@jcoa.sakura.ne.jp

ロコモコーデイネーター研修会事務局

【お問い合わせ *FA×またはE― Mail】

一般社団法人会議支援センター

〒104-0041東京都中央区新富2-4-¬ 4
新富田所ビル4階
FAX:03-6222-9875
MAIL:kan―no@a―csc.or9

全ロストリブリロコモ
~■ デ '‐

――― ,C‐ ―■■
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口]モコーディネーター●定E
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(参考)ロコモコーディネーター資格取得研修会 議演の内容

第 2条 前条の研修講演内容の詳細は、次の各項に掲げる講演内容等を含むものとする。

1運動器とは

(1)解剖 (神経系統、筋・腱、関節、骨)

(2)生理 (筋力、関節の動き、立位バランス、歩行、心肺機能)

(3)病態 (骨折、捻挫・靭帯損傷、筋・腱損傷、筋力低下、関節拘縮、関節の痛み)

2 ロコモの背景

(1)なぜ、今回コモが問題なのか

。戦後の急激な高齢化率上昇

・ 社会保障買の増加

・ ロコモティプシンドロームの概念が提唱された背景

・ 新しい高齢化社会 (元気な高齢者が生き生きと暮らせる社会を目指す)

(2)なぜ、年と共にロコモになつていくのか

。加齢による問題 (筋力、可動域、筋持久力、パランス能力、俊敏性、姿勢)

・ 食事の問題

。若い頃からの生活習慣の問題

・ 子供と口]モ

3 ロコモに関与する疾患

(1)運動器不安定症とは

・ 診断基準

・ 運動動作の測定

・ 生活活動の評価

・ 生活の質の測定

・ 運動器り八ビリテーション (筋カトレーニング、可動域改善訓練、持久力訓練、バランス訓練、俊敏性訓練、ADL改善訓練 )

(2)運動器疾患における生活機能への影響

・ 運動器疾患 (骨粗継症、変形性膝関節症、腰部脊柱管狭窄症、脊椎後弯症、頸椎症、外反母趾、脊椎圧迫骨折、大腿骨近位

部骨折、関節リウマチ、脊髄損傷 )

・ 認知症 (認知症とは何か 認知症の原因疾患と頻度 認知症の診断と評価)

・ サルコペニア

・ 安静を強いられる疾患 (肺炎、循環器疾患、呼吸器疾患、悪性腫瘍)

4 ロコモ。ロコチエツク

(1)ロコモテイプシントロームとは

ロコモの定義

・ 口]チェック (7つのチエック項目)

・ ロコモ度テスト (立ち上がリテスト・2ステップテスト・ロコモ25)

(2)ロコモ対策

食事、運動 (ロコトレ)、 生活習慣、転倒・骨折予防、ロコモの問題点を認識 (ロコモを防ぐ食事 ロコモを防ぐ生活習慣 転倒予防)

5 ロコトレ・ロコトレにおけるリスク橿:I里

(1)口 ]トレの実際 :藤野整形外科医院/動画

(2)医療安全対策および事故防止 (リスク管理)・ 事故発生時の対処法

(3)救急処置の一般原則・AEDの使い方

6介 護保険の仕組みと医療介護の連携

(1)介護保険のしくみ・介護予防事業。医療と介護の連携

(2)日 ]モコーデイネーターとリエツンについて

(3)北 Ll或包オ舌ケアシステム

(転倒を含む)

SLOCホームベージ
2.□]モコーデイネーター資格取得研修会内規より


